
‭にしみたか学園コミュニティ・スクール委員会だより‬

‭第‬
‭百‬
‭号‬
‭記‬
‭念‬
‭冊‬
‭子‬

‭付‬
‭録‬

‭よ‬
‭も‬
‭や‬
‭ま‬
‭話‬

‭🐔：コケコッコー。‬

‭🐢：なんでニワトリなんですか。‬

‭🧸：この地域って、自然とニワトリがいるじゃないですか。幼稚園の園庭にも当然のように歩いていて。‬

‭🐢：ですね。‬

‭🧸：素敵だと思うんですよ。子どもの生育環境として自然があったり、動物との触れ合いがあることが良いことだと思‬
‭うんですけど、それが、この都内の立地で、あっさりとあるというのは、スゴイなって。‬

‭🐢：実はヤギがいたりもしますしね。‬

‭🧸：ね。畑とかの緑地もまだ残されているというか、残してくれているというか...。自分たちの地元がどういう風景の‬
‭場所であって欲しいのかっていうのは、結構大事な話ですよね。‬

‭🐢：守りたい景色っていうものがある地域ではありたいですよね。‬

‭🧸：というわけで、第百号記念冊子の付録をつくってみました。‬

‭🐢：どういうわけでよ。‬

‭🧸：あーでもない、こーでもない、という議論というか話をオープンにした方が良いなって。‬

‭🐢：それはそうね。‬

‭🧸：三鷹市西部地区住民協議会が発行している「コミュニティにしみたか」という広報誌に寄稿してきたコラムリレー‬
‭的なものを、2024年度版として再編した形になります。‬

‭🐢：自分たちのメディアを持つということが、地域づくりに結構大事っていうね。‬

‭🧸：ということを、しっかり考えていきたい次第です。‬



‭とりあえずやってみる！‬‭　　‬‭🐢 ‬‭亀井寛之　‬

‭今年度にしみたか学園コミュニティ・スクール委員会（以降：CS委員会）の会長を務めさせていただくこ‬

‭とになりました、亀井寛之と申します。そうです、お団子ヘアで盆踊りを楽しんでたり、学校で焚き火をし‬

‭ていたりするアイツです。‬

‭亀井は仕事で建築の設計やデザイン、インスタレーション作品などをつくってきたのですが、そのプロセス‬

‭として、プロトタイプや建築の模型などをたくさんつくってきました。プロトタイプを作ることで、イメー‬

‭ジしていたものが思ったとおりに動くかの確認や、思ってもみなかったような発見があり、それを元に次の‬

‭プロトタイプを作り、形に出来たものを他の人に見せて相談できるようになり、ぐっと作りたいと思ってい‬

‭たものに近づけることが出来るのです。プロトタイプや模型は完成形を確認するために作るわけではなく、‬

‭とりあえずイメージしているものを形にして、試行錯誤するための道具のようなものだったりします。‬

‭なぜこんな話を始めたのかと言いますと、地域の子どもも大人もやってみたいワクワクな事やちょっとした‬

‭困り事を前に進めてみる試行錯誤を一緒にしていきたいと思っているからなのです。子どもたちは自分の好‬

‭きや得意を見つけるためには頭で考えていてもわからないこともあるので、とりあえずやってみる。やって‬

‭みたら、もっと好きになったり、もっと具体的にやりたい方向が見つかるかもしれません。思っていたのと‬

‭違っても、それはそれで体験として自分の中に残るものです。大人だって新たにやってみたいことや困り事‬

‭がある時に、地域に相談できたり、子どもたちも含めて一緒にやってみる仲間ができると、それだけで日常‬

‭がワクワクする日々になりそうな予感がします。‬

‭CS委員会は学校運営協議会という、学校の運営を地域の力も合わせて支えていく団体ではありますが、そ‬

‭んな子どもや大人がやりたいワクワクや困りごとに寄り添い、後押しできるような活動をして、少しでも子‬

‭どもたちや地域、そして自分たちが楽しくなっていく活動ができればと思っております。そして、この地域‬

‭はそんなやりたい！を後押ししてくれる地域のパワーに溢れています。例えば焚き火をやりたいと言ってい‬

‭たら、一緒に楽しんでくれるCS委員会のメンバーやサポートしてくれる地域の人々がいます。掲示板を借‬

‭りて、まちで展覧会をやりたいと言ったら快く貸してくれる各町会の皆さんもいます。‬

‭今年も皆さんとゆっくり向き合える環境やマインドを用意できるように焚き火の場を設けてお待ちしており‬

‭ますので、どうぞよろしくお願いいたします。‬

‭楽しい気持ちが感染していく　🧸 ‬‭熊井晃史‬

‭ＣＳ委員会コミュニケーション推進部の部長を、引き続き担わせて頂くことになりまし‬

‭た。こちらの貴重な紙面をお借りして、個人的なことと公共的と感じることを織り交ぜつつ、本年度も部の‬

‭メンバーでバトンをつないでいければと考えています。‬
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‭前回のこちらのコーナーでは、会長の亀井さんの「とりあえずやってみる！」という原稿が掲載されまし‬

‭た。そのような心持ちが、自分の「好き」を拓くものだったり、地域を繋いでいくものであるというもの。‬

‭そのような試行錯誤が歓迎される地域ってとってもステキだと感じます。それに、亀井さんご自身が「とり‬

‭あえずやってみる！」という精神に溢れているということも感じ入る次第です。‬

‭で、何が言いたいのかというと、「とりあえずやってみる！」「好き」「楽しい」という気持ちはどんどん‬

‭伝播するものである、ということです。実際のところ、楽しいものがそこにあるかどうかではなくって、私‬

‭たちの「面白がる心」がそこにあるかどうかのほうがよっぽど大切なはずです。面白がる心さえあれば、結‬

‭構なんでもやってみたくなるし、楽しくなるし、好きになる。そして、何かを面白がっている人の近くにい‬

‭ると、なんだか色々面白く思えてくる。「楽しい気持ちが感染していく」というのは、まさにそういうこと‬

‭を表したい気持ちからのフレーズです（ウィルスじゃなくて、楽しい気持ちの感染源）。‬

‭もうすこし話を進めます。この「とりあえずやってみる！」精神を、裏側で支えているのは、「やってみて‬

‭どうだったか？」を振り返って意味づけたり意義づけたりする「後付力」だったりするように思います。そ‬

‭の力があればあるほど、「なんだかわからないけど、とりあえずやってみる！」と、その「わからなさ」に‬

‭ダイブしやすくなります。教育現場では、それを「ふりかえり」や「リフレクション」と言って大切にされ‬

‭ていますが、毎度毎度問われ続けるのもしんどいという側面もあります。「それに何の意味があるんです‬

‭か？」という問いに応えるには、結構エネルギーを使います。そもそも、「とりあえずやってみる！」とい‬

‭う時って、その当の本人からしてみたら、微かなものだとしても、なにかの意味や意義を感じるからこそワ‬

‭クワクする予感に従って行動するわけですし、さらには、その予感はそう簡単に言葉にできるものではあり‬

‭ません。であるからこそ、そこに可能性が宿るとも言えるように思います。‬

‭「それに何の意味があるんですか？」という問いは、実のところ、「それが社会にとって、どのような意味‬

‭があるか？」というものが暗に含まれていることも多くあります。社会的な意味。それを求めるならば、そ‬

‭れを個人に背負わせることなく、みんなでそれこそ社会的に見出していくこと。そのような営みがない限‬

‭り、社会に試行錯誤は育まれていかないように思います。なんてツラツラ書いていたらあっというまに文字‬

‭数オーバー。本当は、西部住協副会長の吉野さんが前号で触れられていた「道の駅」について触発されたこ‬

‭とも書こうと思っていたんですが！（特産品があるから道の駅が出来るというのもあるけど、道の駅がある‬

‭から特産品が充実するというのもありますよね）‬

‭「とりあえずやってみる！」ができる場所　‬‭武津なつ美‬

‭今年もCS委員を続けさせていただくことになりました武津です。前々回の亀井さん、前回の熊井さんから‬

‭バトンを受けて、「とりあえずやってみるから広がる楽しい気持ち」について考えてみました。私事です‬

‭が、最近転職しました。きっかけの一つは、「とりあえずやってみよう」と思って引き受けた、二小の6年‬

‭生向け「職業人の話を聞く」の講師として小学生に「なぜ今の職業についたか」を話したことです。子ども‬

‭たちに話すことで、ああ、私はこういうことがやりたかったのだと、久しぶりに思い出し、今、楽しく仕事‬

‭ができています。また、先日仕事の関係で、とある一般社団法人のフォーラムに参加しました。各企業の方‬

‭や、研究機関の方が発表する中、際立っていたのが、中学2年生の登壇者。小学校5年生の時に参加したイベ‬
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‭ントで知った、「廃棄繊維から紙へのリサイクル」に感動し、関係者の大人と一緒に高知県の工場見学に行‬

‭く、地元の小学校で新しいプロジェクトを立ち上るなどの活動をしているそうです。行動することで新しい‬

‭ことに出会い、さらにそこから色々な大人に出会うことで、子どもたちの可能性は無限に広がるんだなぁと‬

‭感じました。‬

‭「とりあえずやってみよう」は、CS委員会でも感じます。一昨年開催した「まちなかミュージアム」。に‬

‭しみたか学園の掲示板に子どもたちの絵を掲示する取り組みです。また、昨年から好評を得ている「焚き‬

‭火」もあの方（笑）の「とりあえずやってみよう」から。そこから「楽しい！」が生まれていると感じま‬

‭す。「とりあえずやってみる」ができる地域って素晴らしい！と思うのですが、これって、「やってみた‬

‭い！」と言える環境があるおかげですよね。心理学用語で「心理的安全性」というようなのですが、「チー‬

‭ムの中で自分の考えや気持ちを安心して発言できる状態のこと」。これは、地域活動でも大事そうです。子‬

‭どもも大人も、「こんなことやってみたい」と言えるような状態にするには？と考えてみました。そのため‬

‭には、まずお互いをよく知っていなければいけない。よく知るためには、よく話さなければいけない。よく‬

‭話すためには会うのが一番。CS委員会は、ほぼ毎月集まり、熟議をします。そうか、CS委員会は、心理的‬

‭安全性のある状態を作っているのか、と、私なりのCS委員会の解釈が出てきました。学校や地域の人が集‬

‭まり、色々な話をすることでこれからも「やってみたい」「とりあえずやってみよう」がたくさん言える地‬

‭域にしていけたら、子どもたちも楽しいのではないかと思っています。‬

‭「やってみたい」をとりあえず言ってみる！　‬‭米川和沙‬

‭亀井さん、熊井さん、武津さんからバトンを受けました米川です。私は、小学生の頃に初めて、バイキング‬

‭スタイルのレストランで食事をしました。「好きな物を、好きな分だけ取って食べてね」ってアレです♡‬

‭キレイに並んだ料理を見る楽しさと、それら全てを選ぶ権利が与えられた安心感と、一口だけ挑戦してみよ‬

‭うと思える自由に、心を奪われました。みんなが食事を楽しむためのルールやマナーの中に認められている‬

‭「自分で選べる空間」が、うれしくてワクワクしたあの感覚をハッキリと覚えているから、食べる量が減っ‬

‭た40代の今でも、私はバイキングが好きです。‬

‭私は、これまで特別支援や不登校支援の仕事をしていました。子どもたちが「今やりたいこと・できるこ‬

‭と」を自分で選んだ先には、いつも、その子らしい成長がありました。だから私は、学校の中に、子どもた‬

‭ちの意思でいつでも利用することができて、子どもたち自身が自ら成長したい課題を「自分で選べる空間」‬

‭が作れないかなぁ～と、いつも考えていました。‬

‭学校には、発達段階や興味に応じた学習をするための教材や設備も、丁寧な食事も、心身をケアする環境も‬

‭あります。ルールやマナーの下にそれらを活用して、成長したい課題を「自分で選べる空間」があったら、‬

‭子どもたちは、自分にピッタリな学びを選び取るのだろうなと、空想するとワクワクするのです。‬

‭ワクワクして、育ちたいように育った子どもたちは、おもしろい発想を交流させて、新しい価値を生みだす‬

‭ことがあります。私は、その時に見せる子どもたちの表情が大好きです。‬
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‭「自分で選べる空間」について考えるとき、いつも人的環境を整える課題にぶつかって、私の空想は終わっ‬

‭てしまいます。だから、亀井さんの「とりあえずやってみる！」をここでやってみようと思いました。‬

‭もしかしたら、一緒に空想を進めてくれるおもしろい発想に出会えるかも！そんな気持ちで「やってみた‬

‭い」を、とりあえず言ってみました。‬

‭言葉で元気になれる　‬‭嶋田裕志‬

‭昨年度よりにしみたか学園CS委員会のメンバーに入れていただきました三鷹市社会福祉協議会が運営する‬

‭学童保育所と地域子どもクラブで西部地区を担当しております嶋田です。今年度も熊井さんや亀井さん、武‬

‭津さん、米川さんから受け取ったバトンを落とすことなくつないでいけるか不安な気持ちでいっぱいです‬

‭が、精一杯書かせていただきます。‬

‭今回私がお伝えしたいことは、『元気になれる言葉』です。私は、小学校１年生から３年生まで地元の学童‬

‭クラブに通いながら育ちました。学童クラブを卒業した４年生からは、公園で右手にグローブをはめてゴム‬

‭ボールを暗くなるまで追いかけて過ごしていました。‬

‭その後、野球チームからも誘われましたが、５年生までは、どこのチームにも属さず、公園で自主練を重ね‬

‭ていました。そんな時、地元チームのキャプテンから「一緒に野球しようよ。みんなでプレーした方が楽し‬

‭いよ」と誘われ、両親を説得して野球チームに入りました。この時、誘ってもらえなかったら、野球の楽し‬

‭さを知ることや仲間との思い出もありませんでした。チームの練習は楽しくて、入って良かったと思ってい‬

‭た時に初めての試合がありました。試合で守備についた僕の目の前にボールが飛んできました。取れると思‬

‭い突っ込んだ瞬間、ボールは、地面で跳ねて、頭のはるか上を通過していきました。後ろにそらしたボール‬

‭を必死に追いかけましたが、すべてのランナーがホームベースを踏んで逆転負けとなってしまいました。‬

‭自分のせいで負けてしまったと思いたたずんでいる僕にチームメートは、誰も責めず、監督は、「使った監‬

‭督の責任だから」と涙ながらに声をかけてくれました。監督も大学時代にさよならエラーで悔しい思いをし‬

‭たことがあることを話してくれました。みんなに迷惑をかけてしまった。もう野球できないかもと思ってい‬

‭た僕にもう一度出番が回ってきます。練習を重ね、次の試合も出番があり、フライをキャッチすることがで‬

‭きました。その時に横にいた仲間たちから「ナイスプレー」と言われ救われました。‬

‭前置きが長くなってしまいましたが、CS委員になると気持ちを決めて新たなことに挑戦することやコミュ‬

‭ニティ推進部の皆さまとお話をしていると、この時と同じような感覚になります。別に試合のようなエラー‬

‭をしたことはないのですが、会話を重ね、言葉を交わすことが、ナイスプレーと言われているような心地よ‬

‭い感覚に似ています。否定的な意見交換でなく、どなたのお話も自分の為になるからこそ、またお話をした‬

‭くなる。このような関係の中で議論を重ねていけることを楽しみ元気をもらっています。‬

‭今後も地域の皆さまと楽しい時間を共有し、「今日何して遊ぼうかなぁ」と毎日ワクワクして過ごせるよう‬

‭な居場所や、「あそこに行ったら楽しそう」と友だち同士口コミで誘いあえる活動を一緒に考え活動してい‬

‭けましたら幸いです。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。‬
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‭マイホームタウン井口　‬‭連利利史　‬

‭今年からCS委員会に参加しています、連（むらじ）と申します。亀井さん、熊井さん、武津さん、米川さ‬

‭ん、嶋田さんと、みなさんのように暖かくて素敵な文章書けるのかな？と思いながら、普段からなんとなく‬

‭感じている事を文字にしてみます。‬

‭はじめに自己紹介させて頂くと、4人家族で育ち盛り（学校の先生方々にはほんとに良くして頂き頭が上が‬

‭りません。）が2人います。私自身は兵庫県西宮市出身です。妻は島根の出身で二人とも地方出身者です。約‬

‭10年前に井口にやってきました。井口は変わらずほのぼのしていますし、ご近所さんも親切な方々ばかりで‬

‭す。井口って良い街だなあという印象はずっと変わりません。一方で自分自身のライフスタイルですと、会‬

‭社と自宅を往復する毎日でちょっと味気ない寂しい感じもありました。それがひょんなきっかけで（PTA経‬

‭由で）CS委員会に加わったことで思いがけず「地域とつながり始めた」今日この頃です。‬

‭私は、実孝園や大野農園の近くに住んでおり、家と武蔵境駅の間はバスを使わず15分くらい掛けて歩いてい‬

‭ます。みずほ幼稚園やどろんこ保育園、cafe bar junの道を通って、武蔵境駅まで歩いていきます。 朝は、‬

‭ご近所さんによくお会いします。地域活動に参加してからご挨拶できる方も増えました。わんちゃんの散歩‬

‭中の方もいらっしゃるし、息子の同級生（一年生の双子くん）にもよく会います。会うと、お仕事頑張って‬

‭ね！ずっと見守っているからね！など、色々声を掛けてくれます。明るくて優しいです、そしてカワイイ。‬

‭もしかしたら駅に向かって歩いている私の表情が暗いので元気づけてくれているのかもしれません。武蔵境‬

‭駅の改札辺りに着く頃には、家庭の人から働く人に気持ちも切り替わっていて、気持ちシュッとした感じに‬

‭なっています。帰宅時は、電車に揺られて武蔵境駅にたどり着いてほっと一息。改札出たあたりから家まで‬

‭の道のりで、働く人から家庭の人へと気持ちが切り替わって行くのが自分でも分かります。木曜日…早けれ‬

‭ば水曜日…ローソンでつい缶チューハイを買ってしまいます。家に帰ってから呑めばいいものを、そしてそ‬

‭んな日に限ってご近所さんにお会いしたりするので、バツが悪いです。‬

‭この帰宅時の、働く人から家庭の人に気持ちが切り替わっていく感じは一日の中でもほっとする時間です。‬

‭農園に溶け込んだ家並みや夕日、星空を見ながら、ただただてくてく歩いている時間帯に癒されます。 時間‬

‭にしたらほんの短い時間だと思いますが、すれ違いざまのご近所さんとのちょっとした挨拶や立ち話も、自‬

‭分にとってはとても大切な時間です。良い時も悪い時も雨の日も風の日も、会社と自宅を行ったり来たりす‬

‭る毎日ではありますが、これからも井口が住みやすい街であり続けられるよう少しずつ関わっていけたらと‬

‭思いますので、宜しくお願い致します。‬

‭近くに意外な楽しみありました！！　‬‭橋本正洋‬

‭コミ推のメンバーで繋いできたバトンも後半になってます。今号は私、橋本が書かせて頂きます。 私が大切‬

‭にしていることは地域での人と人とのつながりです。私は三鷹出身でしたが、元々は東側の地域にて結婚す‬
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‭るまで過ごしていました。それが野崎に引っ越しをして、おやじの会に関わったり、子ども会に関わるよう‬

‭になったのがきっかけで地域での活動に浸かっていったのです(笑)。子供が中学生になったらPTAの役員に‬

‭なってみたり、地域の幼稚園のイベントのお手伝い、地域でのイベントのお手伝いなどから範囲を広げて今‬

‭では三鷹市の姉妹市町に関係する事業に関わるようになり、CS委員会のメンバーにもなっていました。‬

‭こうして地域での活動がおやじの会をきっかけに活動の範囲や関わる人の幅が形を変え、頻度や密度を変え‬

‭ながら自分の中で大なり小なりの刺激を与え続けてくれています。これらの活動を振り返って思うのは私自‬

‭身がほかの人と協力をして何かを作り上げたり、経験を共有できることが非常に好きなんだと改めて思いま‬

‭す。そしてそんな仲間に囲まれながら刺激を受けつつ、自分自身も楽しんでいることがあげられると思いま‬

‭す。‬

‭一緒に作り上げていったり、共通の体験を共有していく中で仲間とのきずなが深まっていったりすると、そ‬

‭れがチームワークに自然と活きていくのですよね。そして何かを成し遂げた後の達成感は何とも言えない充‬

‭実感を自分に与えてくれます。ましてやこどものためにやってきたことで、参加した子たちが目をキラキラ‬

‭させていたり、笑顔を見せてくれたり、歓喜の声をあげながら騒いでいる様を見るとたまりません！！この‬

‭ためにやっていると言っても過言ではないです。子供たちの笑顔は大好物です。‬

‭地域で出勤途中や会社帰り、買い物や何か用事で外出した時に見知った顔がいること、そしてそんな人とあ‬

‭いさつが交わせたり、興味関心の合うことで会話が盛り上がったり、そんなきっかけが実はすぐそこに転‬

‭がっているのです。あとは自分で踏み出すかどうかだと思います。是非自分の身近な仲間を探してみません‬

‭か？‬

‭コミュニティという言葉が苦手な方へ‬‭　熊井晃史‬

‭社交的で、活発で、前のめり。コミュニティと名のつくところには、そういう人ばっかり。と、思っている‬

‭方は多い気がします。でも、安心して頂きたい。そうでもないし、例えばCS広報部長的なこの私、本来発‬

‭行すべき広報誌を今年度は一度も出しておりません。準備はしていますが、ぐずぐずもしています。でも、‬

‭致命傷を負わないように、みんなが見守ってくれているし、だからこそ、ちゃんとやろうという気にもなり‬

‭ます。うだうだしながらも、先生や地域の方々の話を伺う機会はいつも新鮮ですし、自分のぐだぐだした話‬

‭にも耳を傾けてもらっていて、なんだかストレス発散やインスピレーションの場にもなっている感じもし、‬

‭有り難い次第です。‬

‭そんな、ぐずぐずを包むあたたかい気分に繋がりそうなフレーズに出会いました。「ケアリング・デモクラ‬

‭シー」という名！の書籍を眺め読んでいたら、「市民が踏み出すべき第一歩であり、かつかなりの勇気を要‬

‭するのは、各人が人間の傷つきやすさを認めるということである」と。すげえ、そう思う。子どもも親も先‬

‭生も、先輩住民も新住民も、みんな人間だもの。そう考えるのは、スタートでもあり、目指すべきゴールな‬

‭はず。学校もCSもコミセンも、そういうのって真面目に言っちゃえば、デモクラシーの練習／実験場っ‬

‭しょ♡‬
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‭楽しいままに知らず知らずに社会貢献　‬‭🧸 ‬

‭子どもの時、玉川上水って川だと思っていたけど、江戸時代の水道インフラであると教えてもらって、びっ‬

‭くり。歴史と生活風景がつながる瞬間です。更に、小金井の江戸時代から続く農家さんに最近聞いた、上水‬

‭沿いの桜並木の逸話にも重ねてびっくり。というのも、「花見でたくさんの人が訪れるでしょ、そうすると‬

‭土手が踏み固められて丈夫になるんだよ、昔の人って賢いよね」と。う〜ん、それって知らず知らずのうち‬

‭に、自分たちのインフラづくりに貢献していたっていうことじゃん。‬

‭ところで、インフラと言えば、信頼というものも同じように重要な社会基盤であるように思います。だっ‬

‭て、通り魔のようなことがいつ起こるか分からないなんていう疑心暗鬼が生まれる状況では、地域生活もま‬

‭まならなくなりますし、それに対応するコストも膨大になっていきます。じゃあ、どうしたらよいのか？ま‬

‭ずは地元で楽しく過ごすしながら信頼を育むことだと思うんですよね。江戸時代の町民は、ウキウキとお花‬

‭見しながら、知らず知らずのうちにインフラに貢献していたわけですし、笑う門には福来たるとも言いいま‬

‭すし。ニュースを目にしながら、心痛に耐えないし祈るような気持ちにもなるのが正直なところですが、そ‬

‭ういうことをグルグルと考えています（CS委員会やコミセンなど、地域の其処此処で楽しいことが広がる‬

‭ことって大事ですよね！という話でした）。‬

‭🐢：こうやってみると、文芸サークルみたいですね。‬

‭🧸：ナハハハ。なんか、顔が見える言葉ってあるじゃないですか。そういう言葉を扱っていくことができたらなって思‬

‭うし、他の誰かのことを汲み取りながら、自分でいること、それがコミュニティということを考えるためには重要だよ‬

‭なって思うので、そのためのコラムリレーでもあるんですよね。‬

‭🐢：政治学者の宇野重規さんの言葉を以前紹介してましたよね。‬

‭🧸：「＜私＞を排除した＜私たち＞にはグロテスクなものがありますが、＜私たち＞のいない＜私＞は絶望にほかなり‬

‭ません。＜私＞から＜私たち＞へ、そのためのデモクラシーへの希望が、いま求められています」っていうやつですね‬

‭（「＜私＞時代のデモクラシー」より）。‬

‭🐢：それそれ。‬

‭🧸：毎日じゃないけど、いちいち、いろいろと考えちゃうんすよね。‬

‭🐢：いろんな人がいたほうが楽しいから、いろいろあってオッケーですよね！‬

‭🐢・🧸：ナハハハハ！‬

‭2025年3月　発行‬

‭にしみたか学園コミュニティ・スクール委員会‬‭　　　‬‭　‬
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